
作成日 職  名 氏  名

番号
計画・方針
等の分類

いつまで
（期限）

共通/課名 達成状況

1 施政方針 随時 共通
高度に達
成した

2 施政方針 年度末 共通
ほぼ達成
した

3 施政方針 随時 生活福祉課
ほぼ達成
した

4
総合ビジョ

ン
随時 生活福祉課

ほぼ達成
した

5 個別計画 年度末 障害福祉課
ほぼ達成
した

6 施政方針 年度末 障害福祉課
ほぼ達成
した

7 施政方針 年度末 障害福祉課
ほぼ達成
した

8
総合ビジョ

ン
随時 障害福祉課

ほぼ達成
した

9 個別計画 年度末 障害福祉課
高度に達
成した

・最終年度の達成目標を見据えた計画的な事業実施
・次期計画策定に向けたアンケート調査，関係団体懇
談会等の実施，施策推進協議会での検討

生活困窮者自立支援の促進
生活に困窮する方々が早期に把握され，自立に向けた
支援が実施されるとともに，生活保護制度を必要とする
方の保護が実施されている。

地域生活支援拠点等の機能がさらに充実・強化されて
いる。

障害者外出支援に関わる専門的人材の育
成

・同行援護従業者養成研修の実施
・障害者（児）移動支援従業者養成研修の実施

障害者の外出時の支援を行う人材が育成され，自立し
た生活や社会参加の推進が図られている。

横川　潔　令 和 4 年 4 月 1 日

実施項目
（業務目標又は事務の内容）

どの水準まで
（達成水準又は遂行後の状態等）

どのような方法で
（目標等を達成するための取組の内容等）

ひとり親家庭の自立支援策の周知が行われ，相談者に
寄り添った相談及び支援が実施され，自立が図られて
いる。

・各種支援事業の効果的な周知及び丁寧な相談対応
・自立支援給付金等各種支援事業の実施
・子ども家庭部との連携

・住民税非課税世帯等臨時特別給付金の円滑な支給
・住居確保給付金等各種支援事業の実施
・障害・高齢関係の福祉事業所への支援

福祉部長

障害についての正しい理解が促進され，共に支え合う
地域づくりが進んでいる。

障害者計画等の着実な推進及び次期計画
策定に向けた検討

組織目標展開整理表 （部の組織目標）

・様々な手法による障害理解促進の取組の実施
・ヘルプマーク，ヘルプカード等の啓発グッズの活用
・災害時等障害者支援バンダナを活用した啓発の実施

障害児支援の提供体制の整備促進
相談支援体制の充実及びサービス提供体制の整備促
進が図られるとともに，医療的ケアの必要な障害児の
支援について検討されている。

・サービス提供事業者への情報提供等の支援
・障害児通所支援事業所連絡会の開催
・医療的ケア児のニーズ把握と支援関係者会議におけ
る支援策の検討

ひとり親家庭の自立支援の促進

地域における障害への理解促進

令和４年度

・体験の機会・場のニーズ把握及び提供内容の検討
・グループホーム等の拠点への位置付けの検討
・地域自立支援協議会における運用状況の検証及び必
要な機能の検討

地域生活支援拠点等の機能の充実・強化

第４次国分寺市障害者計画・実施計画，第６期障害福
祉計画，第２期障害児福祉計画に位置付けられている
事業が着実に進捗するとともに，次期計画の策定に向
けた検討が進められている。

新型コロナウイルス感染症への対応
コロナ禍の影響を受ける市民生活を守るため，状況に
応じて適切な対応が図られている。

・各種支援事業の効果的な周知及び丁寧な相談対応
・自立生活支援機関の効果的な周知
・自立支援に向けた個別支援計画の作成

重層的支援体制の整備
複雑化・複合化した課題について包括的に支援していく
ため，重層的支援体制の本格実施に向けた整備が進
められている。

・相談支援総合調整会議等における庁内連携の強化
・整備に向けた検討及び予算措置等の整理
・ヤングケアラーに関する関係者等への啓発



番号
計画・方針
等の分類

いつまで
（期限）

共通/課名 達成状況
実施項目

（業務目標又は事務の内容）
どの水準まで

（達成水準又は遂行後の状態等）
どのような方法で

（目標等を達成するための取組の内容等）

10 個別計画 年度末 高齢福祉課
ほぼ達成
した

11 個別計画 年度末 高齢福祉課
ほぼ達成
した

12 施政方針 年度末 高齢福祉課
ほぼ達成
した

13 施政方針 年度末 高齢福祉課
ほぼ達成
した

14 施政方針 年度末 高齢福祉課
高度に達
成した

15 その他 随時 共通
ほぼ達成
した

16 その他 随時 共通
ほぼ達成
した

17 その他 随時 共通
ほぼ達成
した

18 その他 随時 共通
ほぼ達成
した

地域包括ケアの推進
高齢者が住み慣れた地域で在宅生活を継続していくた
めに必要となる生活支援・介護サービスの提供や見守
り体制の構築が進んでいる。

・生活支援体制整備に係る第一層協議体の構成見直し
・生活支援コーディネーターによる地域課題・資源の把
握
・住民主体の活動担い手研修の実施

高齢者保健福祉計画・第８期介護保険事業計画に位置
づけられた事業が着実に進捗するとともに，次期計画
の策定に向けた検討が進められている。

・重点事業の目標値達成に向けた取組の推進
・次期計画策定に向けた基礎調査，関係団体懇談会等
の実施，策定検討委員会での検討

高齢者保健福祉計画等の着実な推進及び
次期計画策定に向けた検討

職員の健康管理の徹底，ワークライフバラン
スの推進

直営事業はもとより，委託事業，指定管理事業等も含
め，個人情報を含む情報管理が徹底されている。

介護保険事業計画に基づく事業所の整備推
進

介護サービスの充実を図るための事業所整備が推進さ
れている。

・小規模多機能型居宅介護事業所・認知症対応型共同
生活介護事業所各1か所の整備支援

認知症施策の推進
認知症の普及啓発，認知症の方とその介護者への支
援，認知症バリアフリー推進の取組により，認知症に
なっても安心して暮らせる地域づくりが進められている。

市介護施設指定管理業務の適切な運営
通所リハビリテーションの定員変更が円滑になされると
ともに，その運用状況の検証を通じて，さらなる見直し
の検討がされている。

・通所リハビリテーションの定員変更及び運用の検証
・適切な指定管理期間の設定とスケジュールに沿った
指定手続の実施

漫然と前例踏襲で行うことなく，より効果的・効率的な業
務のあり方を模索しながら，あらゆる業務が正確に処理
されている。

正確で効果的・効率的な業務の推進

適正な情報管理の徹底

・報告・連絡・相談の適宜の実施及び業務の進捗管理
・様々な手法を活用した情報の共有
・役割分担の明確化及び連携の確認

適切な情報共有と連携による業務の推進

・業務の目的・根拠の明確化と職員間での共有
・ICT新技術の導入検討
・ミスの起きにくい事務処理手順の徹底

部内の全職員が市や部の方針等について共有し，役割
を分担しつつ連携して業務が推進されている。

個々の職員の健康及びワークライフバランスが保たれ
ている。

・情報システムの適切な管理運営
・個人情報を含む情報管理の徹底
・委託事業者，指定管理者等に対する情報管理の指
導・確認

・「新しい生活様式」の実践
・職員間での担当業務の平準化
・勤務時間の臨時の変更等の制度活用

・認知症サポーター養成講座の実施
・チームオレンジ構築に向けた講座の実施
・多様な形態による認知症カフェの開催


